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限られたスペースで高出力を必要とする電気自動車、HAPS などの電動モビリティ向けに、低

コストで高効率な 4端子 Cu2O/Siタンデム太陽電池の開発に取り組んでいる。Cu2O太陽電池の特

長は、地球上に豊富に存在する銅と酸素から構成され汎用的なスパッタ法で成膜できるため、低

コストなこと、バンドギャップが 2.1eV で発電波長が Si太陽電池と相補的であるため、より多く

の太陽光を利用する高効率タンデム太陽電池を実現できることである。タンデム太陽電池の目標

効率 30%以上を実現するためには、ボトムセルに効率 25%の Si 太陽電池を仮定すると、Cu2O 太

陽電池の効率を 10%以上、透過率を 80%以上にする必要がある。 

従来の Cu2O太陽電池は不透明であったが、酸素供給量を精密に制御して不純物である Cu、CuO

を低減することで、高い透明性（透過率 76%）と高い効率（8.4%、世界最高効率）を両立する透

過型 Cu2O 太陽電池を世界で初めて実現した[1]。本発表では、透過型 Cu2O太陽電池の面積を大き

くして端部の再結合を低減し、世界最高値を更新する効率 9.5%を達成したことを報告する。図 1(a)

に、デバイスシミュレーションから抽出した効率向上のためのパラメータを示す。Cu2O 層は不純

物が極めて少なく、少数キャリアの拡散長が長いため、パラメータの１つであるエッジ再結合を

低減することで Jsc を向上し、効率 9.5%を実現した（図 1(b)）。詳細は、発表当日に紹介する。 

本成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託事業の結

果として得られたものです。 

 

Figure 1: (a) Cross-sectional view of the Cu2O cell and areas for improvement. 

(b) Efficiency of the Cu2O cells 

[1] S. Shibasaki et al., Appl. Phys. Lett. 119 (2021) 242102 
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